
 

 

 

 

 

 

 

 

ニュースレター【事務局情報】 

窓ガラス越しのけいこ風景 第１１回目～道場２（北側外から窓ガラス越しに）～ 

北見市武道館の１階の道場２は縦１９ｍ横３０ｍの広さがあり、ニレの無垢板

を使用した道場です。北側の二ヶ所に大きな窓ガラスがあり、稽古中の様子を

窺えます。夕方になり、周りは暗くなりかけたころ、道場内のから明かりで窓

ガラス越しに剣道に真面目に取り組む子供たちの凛々しい姿が写ります。 

秋季弓道講習会と北海道連合審査が北見市武道館で開催されました。！ 

9 月 12 日北見地区秋季弓道講習会、１３日北海

道連合審査（四段・五段）及び第三回地方審査

が二日間に亘り北見市武道館で行われました。

連合審査は昨年から行われており、約１７０名

が武道館に集まりました。張りつめた審査会場に対し控え「武道の広場」は和やかにな感じでした。 

第３回北心会フルコンタクト空手道選手権大会が北見市武道館で開催されました！ 

９月１３日（日）北見市武道館の道場２に於いて第３回北心会フルコンタ

クト空手道選手権大会が開催されました。会場は小中学生男女約１００名

の選手が日頃の成果を競い合いました。主催者の越智勝さんは、「この大

会が地域に根付き、青少年の健全育成に少しでも役立ってほしい。」と空

手道の普及に意欲を見せてくれました。また、「北見市武道館は綺麗で使

いやすく、この大会を開催するには最適で、今後も毎年開催していきたい。」と話してくれました。 

連載「武道宝鑑」第５弾 柔道の本義と修行の目的 嘉納治五郎  講道館師範   
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の出来るものでなかった。若し、剣術が劒を使用し、槍術
さうじゅつ

が槍を使用して練習する術であるように、柔術が無手
む て

で練習する術と極
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なども用い、又そ

れ等以外の武器を用いても差支
さしつか

えないのであるから、種々の武術を総合
そうごう

したものであるということも出

来る。殊
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に柔術の柔
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という字は、剣とか槍とかいうような一種の武器の名称
めいしょう

でもなく、又何等の武器

も用いないという意味
い み

の字でもない。それは相手の力に反抗
はんこう

せず、順応
じゅんのう

して勝つ術という意味であるか

ら、無手の場合
ば あ い

にも、剣や槍を持って練習する場合にも、同じようにその理屈
り く つ

が当てはまるのである。  
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